
学 長 定 例 記 者 会 見 要 項 

日 時： 平成２１年１月６日（火） １１：００～１１：３０ 

場 所： 事務局第二会議室（小白川キャンパス、事務局４階） 

学 長 挨 拶 

発 表 事 項 

１．結城プラン２００９について 

２．平成２１年度運営費交付金等の内示状況について 

３．大学連携推進室の設置について 

４．男女共同参画シンポジウムの開催について 

５．世界天文年公認イベント「ガリレオの見た宇宙」の開催について 

お 知 ら せ 

１．平成２１年度入試直前相談会の開催について 

２．第２回「置賜バイオマスフォーラム」について 

（参 考） 

○ 次回の学長定例記者会見（予定） 

日 時：１月２０日（火） １１：００～１１：３０ 

場 所：事務局第二会議室（小白川キャンパス、事務局４階）



プレス発表 資料 

平成21年1月6日 
山 形 大 学 

「結城プラン２００９」を作成 

山形大学は２００９年の行動計画である 「結城プラン２００９」 を作成しました。 

（お問い合わせ先） 

企画部経営企画ユニット 黒沼 

電話：０２３（６２８）４１９０ 

e-mail:kikakucho@jm.kj.yamagata­u.ac.jp 

【ポイント】 

● 「結城プラン２００８」の検証を踏まえて作成 

→「結城プラン２００８」の153プランの82％を達成 

→「継続検討課題」となった計画にも「２００９」で再チャレンジ 

● ２００９年に重点的に取り組むべき58のプランを精選し、達成目標を明示 

（例） 

→新たな教養教育の実施組織を新設します。（教育・PLAN1） 

→新たな教養教育を平成22年度新入生から提供します。（教育・PLAN2） 

→有機エレクトロニクスに関する世界的な研究拠点を整備します。（研究・PLAN1） 

→中国の東北部に新たな海外サテライトを設置します。（国際交流・PLAN1） 

→海外の協定大学とのサマープログラムを実施し、50人の学生教職員を受け入れます。 

（国際交流・PLAN3） 

● 山形大学全体で改革を計画的・継続的に実行 

→「結城プラン２００９」を全教職員のほか在学生及び全新入生に配布 

→大学ＨＰ（学長室だより）で公開 

→12月に達成状況を検証し、来年１月に「結城プラン２０１０」を作成



















プ レ ス 発 表 資 料 

平成21年 1月 6日 
山 形 大 学 

平成２１年度運営費交付金等の内示状況について 

平成２０年１２月２２日付けで、 文部科学省から平成２１年度山形大学運営費交 

付金等の予算内示がありましたので、内容等についてお知らせいたします。 

１．運営費交付金 

平成２１年度予算（案） １２，２７６百万円 

平成２０年度予算額 １２，０５３百万円 

増減額 ２２３百万円（１．８％増） 

【増減額の要因】 

運営費交付金算定ルール（効率化）による減 △ ９５百万円 

特殊要因経費（退職手当、政策課題対応経費等）の減等 △３６１百万円 

特別教育研究経費の増 ６７９百万円 

２．新規組織整備等 

①研究科の新設 

教育実践研究科（教職大学院） 入学定員 ２０人 

②研究科の改組 

地域教育文化研究科 入学定員 １４人 

（教育学研究科の廃止 入学定員 △３９人） 

③入学定員の改訂 

医学部医学科 １２０人←１１０人（１０人増） 

内訳 緊急医師確保対策 ５人増 

経済財政改革の基本方針2008 ５人増 

理工学研究科 入学定員 １４人← ８人（ ６人増） 

（ものづくり技術経営学専攻） 

各大学の新たな取組や教育・研究を活性化するため特別に措置 

平成２１年度予算（案） ９１０百万円 

平成２０年度予算額 ２３１百万円



３．主な新規事項 

①洗浄滅菌システム ４１１百万円 

病院内で使用された手術器具等の洗浄滅菌を効率よく行うシステム。 

②地域在来作物の高度化利用研究 ３３百万円 

山形大学農学部では、長年にわたり在来作物の研究を行ってきたが、さらにそ 

の魅力を引き出す高度化利用研究を地域と連携し組織的に行う。研究成果は公開 

シンポジウム等を通じて地域に還元し、高度化、産地化、これを材料とした産業 

化に貢献する。 

③臨床研修体制等充実経費 １１７百万円 

地域医療の「最後の砦」である国立大学病院における臨床研修指導体制の強化 

や若手医師の処遇確保、並びに病院スタッフの役割分担の推進に必要なコ・メデ 

ィカルスタッフの充実を図り、国立大学病院の活性化を図るための経費。 

④厚生補導特別経費 １５百万円 

学生の人間形成の一助として、修学から卒業まで、学生のニーズに大学が責任 

を持ってきめ細かく対応する必要がある。心の問題や生活面での相談・支援業務、 

住居やアルバイトの斡旋等の経済面での相談・支援業務及び就職相談等への対応 

等、これまで以上に厚生補導体制の強化を行うための経費。 

（お問い合わせ） 

財務部財務ユニット（織田島・東海林） 

電話：023-628-4041（4046）
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プレス発表 資料 

平成21年1月6日 
山 形 大 学 

大学連携推進室を設置 

山形大学は１月１日付けで「大学連携推進室」を設置しました。 

【背景】 

○ 18歳人口の減少、大学進学率の50％超、国立大学の再編・統合の要請が続く中、 

各大学は、個性や特色を明確にした上で、大学教育の質の保証に向けて競争と協 

働が重要になってきています。 

○ 山形大学では、「大学コンソーシアムやまがた*1」、「立命館大学との交流協定 

*2」、「五大学間交流協定*3」など、すでに多方面との協力関係を構築しており 

ますが、 今後、 さらにこれらの関係を強化・推進する必要があると考えています。 

【大学連携推進室の具体的事業】 

（１）「大学コンソーシアムやまがた*1」に関すること 

*1 平成16年に設立された山形県内の大学・短期大学・高等専門学校・放送大学等の 

11教育機関と山形県の連合組織です。 

（参考：「結城プラン２００９」における記載） 

「大学コンソーシアムやまがた」における各機関との連携を基盤として、単位互換 

及びｅラーニングの充実、産学官連携、知的財産に関する普及活動などを行うため 

大学連携推進室を設置し、「大学コンソーシアムやまがた」を抜本的に強化・発展 

させる。 

（２）大学間交流協定に関すること 

① 「立命館大学との協力協定*2」に関すること 

*2 平成20年に締結した教職員や学生交流、共同研究を目的とした協力協定。平成20 

年度は学長の相互訪問による講演会のほか、学生交流、職員交流を実施しました。
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② 「五大学間交流協定*3」に関すること 

*3 平成８年に群馬大学、徳島大学、愛媛大学、熊本大学及び山形大学で締結した相 

互の交流と協力を推進することにより教育・研究の充実を図ることを目的とする協 

力協定。 

（３）(社)国立大学協会*4 に関すること 

*4 平成16年に国立大学法人が実施する教育・研究及び社会貢献に関する多種・多様 

な活動において、質の高い成果を挙げるための環境作りを行うことを目的として設立 

された全86国立大学法人が会員となっている社団法人。 

（３）その他大学連携の推進に関すること 

「戦略的大学連携支援事業」に関すること 

【大学連携推進室の組織】 

監査室 

学 長 

ｴﾝﾛｰﾙﾒﾝﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ室 

国際化主幹 

理 事 

(社会連携・国際交流担当） 
大学連携推進室 

職員構成：室長（担当理事兼務）、専任教員４名、専任職員７名 

専任教員の担当分野 最上川学 

単位互換・e－ラーニング 

研究環境整備・産学連携 

国際交流 

（お問い合わせ先） 

大学連携推進室 樋口 

電話：０２３（６２８）４８０４ 

e-mail: higu@jm.kj.yamagata-u.ac.jp



プ レ ス 発 表 資 料 

平成21年１月６日 
山 形 大 学 

山 形 大 学 男 女 共 同 参 画 シンポジウムの開 催 について 

山形大学における男女共同参画のあり方を議論する場として、１月２３日（金） 

小白川キャンパスにおいて「男女共同参画シンポジウム～本格スタート！山大 

の男女共同参画～」を開催いたします。 

１．実施概要 
日 時：平成２１年１月２３日（金）１３：３０－１７：００ 

場 所：山形大学小白川キャンパス１２７教室（教養教育棟１号館２階） 
※医・工・農は、テレビ同時配信 

医学部：視聴覚教室（学生実習講義棟２階） 
工学部：中示範Ｃ教室（講義棟２階） 

農学部：４０２講義室（３号館４階） 
プ ロ グ ラ ム： 

・ 基 調 講 演： 板 東 久 美 子 氏 （ 内 閣 府 男 女 共 同 参画 局 長 ） 
・パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン 

・男 女 共 同 参 画 推 進 宣 言 
※〔詳しくは、別添の資料をご覧ください〕 

２．山形大学の男女共同参画への取り組み 

山形大学は、教育、研究、地域貢献，国際交流等のすべての活動において「男 
女共同参画社会基本法」の理念を踏まえ、地域のリーダーとして活動する立場に 

あります。 
そのためには、すべての学生と教職員が性別にかかわらず個性と能力を発揮で 

きる大学作りを推進することが重要であり、男女がいきいきと働ける職場作りに 
積極的に取り組んでまいります。 

この一環として、１１月の男女共同参画推進準備室の設置に引き続き、「男女 
共同参画シンポジウム」を開催いたします。 

３．託児あり（事前申込が必要） 

託児希望の方は、お子様のお名前・年齢・性別、アレルギーの有無や留意点を、 
参加申込と併せてお申込下さい。 

（お申し込み） 

氏名・住所・電話番号をご記入の上、お申し込みください。 

メール：danjo@jm.kj.yamagata-u.ac.jp 

ＦＡＸ：０５０－７５２５－６７２５ 

（お問い合わせ） 

研究支援ユニット 松森 康夫 

ＴＥＬ：０２３（６２８）４８３９







プ レ ス 発 表 資 料 

平成21年１月６日 
山 形 大 学 

世 界 天 文 年 公 認 イベント「ガリレオの見 た宇 宙 」の開 催 について 

２００９年は、ガリレオ・ガリレイが望遠鏡で天体観測を始めた１６０９年から 

４００年の節目の年。これを記念して、国際天文学連合（ＩＡＵ）や国連などが 

呼びかけた世界天文年がスタートします。 

山形大学でも世界天文年公認イベントを開催いたします。 

１．講演会について 
日 時：平成２１年２月１４日（土）１４：００－１６：００ 

場 所：山形大学理学部大講義室 
講 演 会 ： 「ガ リ レ オ の 見 た 宇 宙 」 

講 演 者 ： 渡部 潤 一 氏 （ 国 立 天 文 台 ） 
世界 天 文 年 「 日 本 企 画 委 員 会 」 委 員 長 

※〔詳しくは、別添の資料をご覧ください〕 

２．世界天文年公認イベント概要 
山形は、超新星発見で世界トップランナーの板垣公一さんがおり、また、山形 

大学理学部では宇宙物理学の研究も盛ん、また、市民が宇宙や星空を楽しむため 
の「やまがた天文台」｢4次元宇宙シアター｣を擁する天文では全国で有数のアクテ 

ィブな県でもあります。「やまがた天文台」は市民のNPO法人小さな天文学者の会 
と山形大学とで共同運営されています。本講演会は、やまがた天文台設立5周年記 

念および同NPO法人創立10周年記念の行事でもあります。 

世界天文年公式ページ http://www.astronomy2009.jp/ 
やまがた天文台 http://astr-www.kj.yamagata-u.ac.jp/yao/ 

NPO法人小さな天文学者の会 http://ksirius.kj.yamagata-u.ac.jp/shoten/ 
山形大学理学部 http://www-sci.kj.yamagata-u.ac.jp/ 

（問い合わせ先） 
山形大学理学部宇宙物理研究グループ 
NPO法人小さな天文学者の会事務局 
いずれも 柴田研究室 柴田または佐藤まで 
Tel 023-528-4552 
Fax 023-628-4567



  

2009年はガリレオが望遠鏡を
使って初めて宇宙を見てから

400年の記念の年です。
世界天文年として世界中で

お祝いされます。この機会に
ガリレオの発見を振り返り、
そして、その後発展した現代

の天文学を、テレビや雑誌等で
おなじみ国立天文台、

渡部潤一先生が語ります。

講師：渡部潤一（国立天文台）

主催：小さな天文学者の会　協力：山形大学理学部
後援：世界天文年2009日本委員会

宇宙最前線講演会
NPO法人小さな天文学者の会発足１０周年
やまがた天文台開設５周年記念行事

日時：２００９年２月１４日（土）
時刻：１４：００〜１６：００（開場１３：３０）
会場：山形大学小白川キャンパス理学部大講義室
入場無料、予約不要、当日会場へお越しください
お問い合わせ先：０２３ ６２８ ４５５２− −



プレス通知資料 （概 要） 

平成２ １年 １月 ６日 
山 形 大 学 

１．平成２１年度入試直前相談会の開催について 

（概要） 

山形大学入試直前相談会を仙台市、山形市の２会場で開催します。 

山形大学への入学を考えている方、入試に関する疑問がある方、山形大学をもっと知りた 

い方などは、是非、会場にお越しください。 

「仙台会場」 

日 時：平成 20年 1 月 24 日（土） 13:00～16:00 

会 場：仙台市情報・産業プラザ アエル 5F 多目的ホール 

〒980-6105 仙台市青葉区中央 1丁目 3番 1 号（アエル内） 

［山形会場］ 

日 時：平成 21年 1 月 25 日（日） 13:00～16:00 

会 場：山形テルサ 3Ｆ 研修室 A、交流室 A 

〒990-0828 山形市双葉町一丁目 2番 3 号 

問い合わせ ：エンロールメント・マネジメント室 

（ＴＥＬ）０２３－６２８－４０６２，４０６３ 

※〔詳しくは、別添の資料をご覧ください〕 

２．第２回「置賜バイオマスフォーラム」の開催について 

（概要） 

本フォーラムは、先進事例や置賜管内の取組み事例を紹介しながら、バイオマスについて 

の理解を深め、各地域でのバイオマス利活用の取組を促進するために開催いたします。 

日 時：平成２１年１月１９日(月) １３：３０～１７：００ 

場 所：置賜総合支庁本庁舎 ２階 講堂 

参加費：無料（無料臨時託児所あり：要予約） 

定 員：１００名 

問い合わせ ：工学部研究支援室 池野 

（ＴＥＬ）０２３８－２６－３００４ 

※〔詳しくは、別添の資料をご覧ください〕





第 第２ ２回 回「 「置 置賜 賜バ バイ イオ オマ マス スフ フォ ォー ーラ ラム ム」 」 
～バイオマス利活用の普及啓発を目指して～ 

＜ 開 催 要 綱 ＞ 

平成15年に発足した置賜バイオマス利活用推進研究会では、農業・食品残 

材等の未活用バイオマスの利用促進を目的とした技術開発・評価を通して、 

バイオマスの利用（搾りかすを家畜飼料として使用）の促進、さらに、これ 

による農業分野・食品工業分野の連携・発展を目指してきました。 

本フォーラムは、先進事例や置賜管内の取組み事例を紹介しながら、バイ 

オマスについての理解を深め、各地域でのバイオマス利活用の取組を促進す 

るために開催いたします。 

■日 時 平成２１年１月１９日(月) １３：３０～１７：００ 

■場 所 置賜総合支庁本庁舎 ２階 講堂 

■参 加 費 無料（無料臨時託児所あり：要予約） 

■定 員 １００名 

■プログラム 

１３：３０～ 挨拶 置賜バイオマス利活用推進研究会 

＜基調講演＞ 

１３：４０～ 「置賜地域におけるバイオマス利活用の可能性」 

～イノベーション過程からのアプローチ～ 

株式会社循環社会研究所 代表取締役 戸 村 信 夫 氏 

＜先進地の取組みから＞ 

１４：３０～ 事例報告 「新しい下水汚泥燃料化事業による取組み（仮題）」 

バイオソリッドエナジー株式会社 

バイオマスエネルギー研究室 主任研究員 光 山 昌 浩 氏 

１５：００～ 休憩（１０分間） 

＜置賜地域における取組み＞ 

１５：１０～ 事例報告 「レインボープランから広がるまちづくり（仮題）」 

レインボープラン推進協議会 会長 江 口 忠 博 氏 

１５：４０～ 事例報告 「ワインの搾りかすを家畜の飼料に（仮題）」 

山形県立置賜農業高等学校 

生物生産科 ３年 竹 田 圭 祐 さん 他４名 

１５：４０～ 事例報告 「木質バイオマスを原料とした生分解性プラス 

チック及びバイオエタノール製造プロセスの開発（仮題）」 

東北カーボン株式会社 小 田 雄 介 氏 

１６：４０～＜質疑･応答＞ 

１６：５０～ 置賜バイオマス利活用推進研究会会長総括 

※講演会場を活用して、パネル、パンフレット展示を行い、研究会関係企業 

等の取組みの情報提供を行う予定です。



■参加対象：農林業者、民間企業、ＮＰＯ等各種団体、一般県民（高校生以 

上）、大学研究機関、地方公共団体などのバイオマスにご興味のある方々。 

■主 催 置賜バイオマス利活用推進研究会 

■後 援 山形大学大学院ＶＢＬグリーンラボ 

■協力機関 置賜“ＭＯＴＴＡＩＮＡＩ”研究会 

■問合せ先 

〒992-0012 山形県米沢市金池7丁目１－５０ 

置賜総合支庁産業経済部産業経済企画課 産業振興担当 廣谷 

TEL：０２３８－２６－６０４５、FAX：０２３８－２６－６０４７ 

E-mail: hiroyay@pref.yamagata.jp 

置賜バイオマス利活用推進研究会は、山形大学大学院、関連企業と行政が一体となり、バイオマス 

の利活用推進に関する研究を行い、山形県地域産業の活性化と環境循環型社会の構築に資すること 

を目的として設置されたものです。 

【平成 20 年 12 月8 日現在の研究会構成員】 

山形大学大学院、米沢市、㈱東北バイオマス技研、我妻建設工業㈱、㈱東北食糧、㈱勝組、東北カーボン㈱、㈲ネクス 

ト環境コンサルタント、㈱後藤組、㈲トータル・システム、㈱R･F･B福島、置賜総合支庁<事務局> 

山形大学ＶＢＬグリーンラボは、（１）情報集積とその共有、情報発信し得る密で高い活力を有する人 

的ネットワークの立上、（２）要素技術の確立と物質変換プロセス技術の集約、（３）未活用資源を環境低 

負荷技術で有機的に利用し得る社会システムの構築確立を目指し、県内外企業や公共団体からの問 

題や技術相談に対し、関連する研究者や組織と連携して課題を検討し、その成果を相談者に情報提供 

するために設立されたものです。 

【平成 20 年 12 月8 日現在のスタッフ】 

山形大学ＶＢＬ長 髙 橋 幸 司 教授、プロジェクト代表者 多賀谷 英 幸 教授 

プロジェクトスタッフ 宍 戸 昌 広准教授、遠 藤 昌 敏准教授、木 島 龍 朗准教授、高 畑 保 之助教 

詳細は、ＵＲＬ：http://www.vbl.yamagata-u.ac.jp/research/green-lab.htmlを参照願います。 

置賜“ＭＯＴＴＡＩＮＡＩ”研究会は、管内における食品未利用資源の飼料化等に関するシステム構築を 

目指して、飼料化の研究及び飼料給与方法の検討を行い、置賜地域ならではの資源循環モデルづくり 

と管内への普及啓発を図ることを目的として設置されたものです。 

【平成 20 年 12 月8 日現在の研究会構成員】 

高畠ワイン㈱、浜田㈱、山形食品㈱、㈱山田鶏卵、山形おきたま農業協同組合、オフィスミーニング、県立置賜農業高等学 

校、山形県農業総合研究センター畜産試験場、やまがた地鶏振興協議会、置賜総合支庁<事務局>



会 場 案 内 図 

■住 所 米沢市金池七丁目1番50号 

■電 話 0238-26-6000 <山形県置賜総合支庁 本庁舎 ２階 講堂> 

■会場アクセス タクシー／ＪＲ米沢駅より１５分 

置賜総合支庁本庁舎 

２階 講堂


